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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
失
い
、
得
た
モ
ノ
（
仮
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
５
１
８
Ｚ

【
作
者
名
】

　
バ
ル
ト
ロ
マ
イ

【
あ
ら
す
じ
】

　
全
て
の
人
間
は
、
世
界
の
内
側
に
て
輪
廻
す
る
・
・
・

あ
る
理
由
か
ら
、
世
界
の
外
を
視
て
し
ま
っ
た
少
年
『
山
田
 
 

勇
樹
』
が
、

今
ま
で
の
全
て
を
失
い
、
そ
し
て
何
か
を
得
る
物
語
。

異
世
界
ト
リ
ッ
プ
的
な
何
か
で
す
。
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外
道
、
ク
ト
ゥ
ル
フ
神
話
、
創
作
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
嫌
悪
感
、
あ
る
い
は
「

貴
様
ご
と
き
の
作
品
を
読
ん
だ
ら
目
が
汚
れ
る
わ
！
！
！
」
等
の
方
は
見
ら
れ

な
い
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
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導
入
編
１
話
（
前
書
き
）

久
し
振
り
に
書
い
た
か
ら
文
法
と
か
大
丈
夫
か
が
心
配
・
・
・

俺
、
期
末
テ
ス
ト
期
間
中
な
ん
だ
よ
な
・
・
・
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導
入
編
１
話

身
体
が
異
常
に
軽
い
。

宙
に
浮
い
て
い
る
様
な
違
和
感
を
感
じ
、
目
を
開
け
る
。

一
面
の
闇
。

此
処
は
何
処
だ
ろ
う
か
？

何
故
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
居
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
し
て
何
よ
り
、
自
分
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
？

・
・
・
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

今
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
２
つ
、
一
般
的
と
呼
べ
る
で
あ
ろ
う
知
識
が
あ
る
こ

と
と
、
自
分
の
事
は
何
一
つ
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
訳
の
分
か
ら
な
い
闇
の
空
間
に
関
し
て
も
、
情
報
は
全
く
な
い
。

身
体
は
動
か
せ
る
が
、
地
面
に
足
が
着
い
て
お
ら
ず
、
何
処
が
地
面
か
す
ら
も

分
か
ら
な
い
。

幸
い
、
自
分
を
思
い
出
せ
な
い
こ
と
以
外
に
違
和
感
は
な
い
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
居
る
時
点
で
、
幸
い
も
何
も
無
い
の
だ
が
。
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状
況
確
認
終
了
。

結
論
と
し
て
、
何
も
分
か
ら
ず
、
八
方
塞
が
り
な
わ
け
だ
。

夢
・
・
・
に
し
て
は
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
す
ぎ
て
い
る
。

こ
の
時
間
を
有
効
に
使
い
た
い
も
の
だ
が
・
・
・

歩
く
こ
と
も
出
来
ず
、
た
だ
浮
遊
す
る
だ
け
。

上
手
く
言
い
表
せ
な
い
が
悪
意
を
感
じ
る
な
。

つ
ま
り
、
ど
う
し
ろ
と
？

な
ん
か
、
精
神
的
な
意
味
で
頭
が
痛
く
な
っ
て
き
た
・
・
・

自
分
の
事
は
思
い
出
せ
そ
う
に
な
い
。

こ
の
空
間
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
か
。

闇
・
・
・
悪
と
か
魔
と
か
が
似
合
う
字
で
あ
り
、
暗
い
モ
ノ
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ

ば
、
最
初
に
思
い
付
き
そ
う
だ
。

光
の
対
極
に
位
置
す
る
、
天
地
創
造
前
の
世
界
の
状
態
と
か
言
わ
れ
た
て
い
た

り
い
な
か
っ
た
り
。

暗
い
中
で
は
物
事
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
こ
と
か
ら
混
沌
と
も
言
わ
れ
る
。

混
沌
・
・
・
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
カ
オ
ス
が
コ
レ
に
当
た
り
、
英
語
で
も
混
沌
の

こ
と
を
『
ｃ
ｈ
ａ
ｏ
ｓ
』
と
言
う
・
・
・
の
だ
が
、
そ
ん
な
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
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様
な
感
じ
で
は
無
い
気
が
す
る
。

例
え
る
な
ら
、
も
っ
と
明
確
な
・
・
・

「
グ
ッ
・
・
・
！
？
」

頭
が
痛
む
、
偏
頭
痛
と
い
う
ヤ
ツ
だ
ろ
う
。

痛
か
っ
た
の
は
一
瞬
だ
け
だ
が
、
妙
に
違
和
感
を
感
じ
る
。

強
い
て
言
う
な
ら
、
自
分
以
外
の
誰
か
と
混
じ
っ
た
よ
う
な
。

そ
の
誰
か
が
、
誰
か
す
ら
も
分
か
ら
な
い
の
だ
が
。

思
考
が
逸
れ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
以
外
の
混
沌
・
・
・

中
国
の
四
凶
？

否
、
も
っ
と
凶
悪
な
、
ヒ
ト
を
破
滅
さ
せ
る
ナ
ニ
カ
・
・
・

不
意
に
、
心
の
真
ん
中
に
、
言
葉
が
浮
か
ん
で
く
る
。

「
『
這
い
寄
る
・
・
・
混
沌
』
」

次
の
瞬
間
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
よ
う
な
音
と
共
に
、
闇
が
割
れ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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最
初
に
目
に
し
た
も
の
は
、
ブ
ヨ
ブ
ヨ
と
し
た
ピ
ン
ク
色
の
肉
塊
。

ヒ
ト
を
潰
し
て
集
め
れ
ば
、
こ
ん
な
色
に
な
り
そ
う
な
。

上
下
左
右
、
３
６
０
度
、
そ
れ
し
か
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、
鼻
が
曲
が
り
そ
う
な
程
に
臭
い
匂
い
を
感
じ
る
。

空
気
が
ナ
ニ
カ
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
の
様
な
不
快
感
。

不
浄
の
空
間
と
は
こ
の
事
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

・
・
・
こ
れ
な
ら
ば
、
さ
っ
き
の
闇
の
方
が
か
な
り
マ
シ
だ
。

し
か
も
、
ド
ン
ド
ン
肉
塊
の
壁
が
近
付
い
て
き
て
い
る
よ
う
な
・
・
・

脱
出
出
来
な
い
の
か
！
？

辺
り
を
見
渡
す
。

肉
塊
、
肉
塊
、
肉
塊
、
肉
塊
、
肉
塊
・
・
・
ア
レ
は
・
・
・
？

一
ヶ
所
だ
け
、
肉
塊
の
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

丁
度
、
ヒ
ト
一
人
が
ギ
リ
ギ
リ
通
れ
る
位
の
。

こ
の
先
に
逝
け
（
誤
字
で
は
な
い
）
と
？

こ
の
先
、
光
が
無
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
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と
か
考
え
て
る
内
に
、
壁
は
か
な
り
迫
っ
て
き
て
い
る
。

仕
方
な
い
・
・
・
逝
っ
て
や
る
よ
畜
生
・
・
・

そ
う
し
て
自
分
は
、
闇
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

歩
き
始
め
て
か
ら
１
０
分
程
度
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
こ
の
空
間
に
時
間
と
い
う
概
念
が
有
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
。

た
だ
歩
く
だ
け
で
は
暇
だ
か
ら
、
少
し
情
報
を
整
理
し
て
み
る
か
。

自
分
が
先
刻
呟
い
た
『
這
い
寄
る
混
沌
』
と
は
、
『
外
な
る
神
』
と
呼
ば
れ
る

異
形
の
神
性
の
１
柱
に
し
て
、
彼
ら
（
と
、
呼
べ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
）

の
総
意
で
あ
り
、
使
者
兼
代
行
者
の
『
ナ
イ
ア
ル
ラ
ト
ホ
テ
ッ
プ
』
の
異
名
の

１
つ
で
あ
る
。

『
ナ
イ
ア
ル
ラ
ト
ホ
テ
ッ
プ
』
は
『
千
の
顔
を
持
つ
者
』
と
呼
ば
れ
、
『
這
い

寄
る
混
沌
』
の
他
に
『
闇
に
吼
え
る
も
の
』
や
『
燃
え
る
三
眼
』
な
ど
、
様
々

な
異
名
を
持
つ
。

何
故
、
自
分
は
こ
ん
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
？

・
・
・
一
先
ず
置
い
て
お
こ
う
。

次
は
あ
の
肉
塊
だ
ら
け
の
空
間
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
か
。

『
ナ
イ
ア
ル
ラ
ト
ホ
テ
ッ
プ
』
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
空
に
現
れ
る
こ
と
が
で
き
、
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『
門
』
と
呼
ば
れ
る
モ
ノ
の
ア
チ
ラ
側
と
コ
チ
ラ
側
を
行
き
来
出
来
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

な
ら
ば
こ
の
現
象
や
先
刻
の
闇
、
肉
塊
は
時
空
、
そ
れ
か
『
門
』
に
関
係
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？

『
門
』
で
思
い
当
た
る
神
性
・
・
・
『
ヨ
グ
＝
ソ
ト
ー
ス
』
だ
ろ
う
か
？

『
ヨ
グ
＝
ソ
ト
ー
ス
』
、
全
て
の
時
間
と
空
間
に
偏
在
し
、
『
知
識
』
を
象
徴

し
て
い
る
存
在
。

『
門
に
し
て
鍵
』
、
『
混
沌
の
媒
介
』
な
ど
の
異
名
が
あ
り
、
ア
チ
ラ
側
と
コ

チ
ラ
側
の
『
門
』
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

な
ら
ば
あ
の
肉
塊
の
空
間
は
『
ヨ
グ
＝
ソ
ト
ー
ス
』
の
外
側
、
ま
た
は
内
側
と

い
う
事
か
？

だ
が
、
『
ヨ
グ
＝
ソ
ト
ー
ス
』
程
の
神
性
が
あ
ん
な
肉
塊
で
あ
る
の
か
？

そ
も
そ
も
、
自
分
に
そ
ん
な
知
識
は
無
い
。

・
・
・
ま
す
ま
す
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

考
え
て
も
答
え
は
出
な
い
・
・
・
や
む
を
得
ん
、
と
り
あ
え
ず
歩
い
て
い
れ
ば

い
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

た
だ
歩
き
続
け
る
。
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暇
だ
・
・
・

と
て
つ
も
な
く
暇
だ
・
・
・

私
的
感
覚
で
は
５
時
間
以
上
歩
い
た
と
思
う
の
だ
が
。

『
・
・
・
■
』

何
だ
・
・
・
今
、
何
か
が
聞
こ
え
た
よ
う
な
。

『
・
・
・
・
・
・
■
■
』

居
る
・
・
・
ナ
ニ
カ
が
。

『
・
・
・
・
・
・
■
■
■
■
』

声
の
様
な
モ
ノ
が
近
づ
い
て
く
る
。

否
、
自
分
の
足
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。

『
・
・
・
・
・
・
■
■
■
■
■
■
』

先
刻
は
進
ま
な
か
っ
た
足
が
。

イ
ヤ
ダ
・
・
・

今
は
勝
手
に
進
む
。

イ
ヤ
ダ
・
・
・
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声
の
す
る
方
へ
と
。

見
テ
シ
マ
エ
バ
、
戻
レ
ナ
イ
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ぁ
」

そ
こ
に
は
・
・
・
急
に
壁
の
よ
う
に
巨
大
な
、
も
は
や
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な

い
程
に
巨
大
な
「
虹
色
の
輝
く
物
体
」
が
膨
張
し
て
い
っ
て
る
。

吐
き
気
が
込
み
上
げ
て
く
る
、
頭
が
沸
騰
し
そ
う
な
ほ
ど
に
熱
い
、
全
身
が
引

き
裂
か
れ
る
様
な
錯
覚
が
す
る
程
に
痛
い
。

『
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
！
！
！
！
！
！
』

押
し
潰
さ
れ
そ
う
な
圧
力
を
受
け
る
。

こ
の
圧
倒
的
な
存
在
の
前
で
は
、
ど
ん
な
人
間
も
ち
っ
ぽ
け
に
見
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
―
―
―
―
―
―

何
故
自
分
は
、
こ
の
存
在
に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
！
？

な
ん
と
か
手
を
引
き
戻
そ
う
と
力
を
入
れ
る
が
、
全
く
思
い
通
り
に
動
か
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
力
を
入
れ
れ
ば
入
れ
る
程
に
、
自
分
の
手
は
更
に
こ
の
存
在

に
触
れ
よ
う
と
す
る
。

距
離
が
狭
ま
っ
て
い
く
。

５
ｃ
ｍ
、
４
ｃ
ｍ
、
３
、
２
、
１
・
・
・
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触
れ
る
瞬
間
。

「
世
界
の
外
を
見
な
さ
い
、
そ
し
て
力
を
手
に
入
れ
な
さ
い
な
・
・
・
見
た
果

て
に
貴
方
と
い
う
個
が
存
在
し
て
い
れ
ば
・
・
・
で
す
け
れ
ど
」

そ
ん
な
声
が
、
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

入
ッ
テ
ク
ル
。

ア
ラ
ユ
ル
情
報
ガ
、
一
瞬
ニ
シ
テ
。

脳
ガ
融
ケ
、
眼
球
ガ
抉
リ
出
サ
レ
、
耳
ト
鼻
ガ
削
ギ
落
ト
サ
レ
、
口
ニ
異
物
ガ

押
シ
込
マ
レ
、
首
ガ
千
切
レ
飛
ビ
、
腰
ト
肩
ヲ
砕
カ
レ
、
足
ト
腕
ヲ
ヘ
シ
折
ラ

レ
、
心
臓
ガ
潰
サ
レ
、
胴
ヲ
圧
縮
サ
レ
、
圧
縮
サ
レ
タ
ガ
故
ニ
、
十
二
指
腸
ガ

例
外
ナ
ク
押
シ
潰
サ
レ
ル
。

痛
イ
、
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛

イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛

イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛

イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
痛
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ

イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ

イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ

イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ

イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ

イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ
イ
タ
イ

イ
タ
イ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

痛
い
、
狂
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

痛
み
が
全
身
を
犯
し
て
い
く
。

自
分
と
い
う
構
成
要
素
が
侵
食
さ
れ
、
新
し
く
塗
り
変
わ
っ
て
い
く
。

よ
り
高
度
な
存
在
へ
と
造
り
変
わ
っ
て
い
く
。

あ
ぁ
、
痛
み
で
、
意
識
・
・
・
が
・
・
・

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

そ
の
日
は
何
時
も
と
同
じ
だ
っ
た
と
思
う
。

朝
起
き
て
、
朝
食
を
食
べ
、
学
校
に
行
く
。

俺
の
家
は
神
奈
川
県
の
横
浜
の
近
く
、
そ
こ
か
ら
約
一
時
間
電
車
に
乗
っ
て
、

高
校
に
通
っ
て
い
る
。

俺
が
通
う
高
校
は
、
進
学
コ
ー
ス
と
総
合
コ
ー
ス
に
別
れ
て
お
り
、
俺
は
進
学

コ
ー
ス
の
中
の
選
抜
進
学
に
在
籍
し
て
い
る
。

一
応
、
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ク
ラ
ス
な
の
で
、
総
合
コ
ー
ス
が
普
通

に
８
時
３
０
分
登
校
で
、
選
抜
進
学
コ
ー
ス
は
８
時
に
来
て
自
主
勉
強
と
い
う
、

勉
強
を
主
体
に
置
い
た
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ぁ
、
８
時
に
来
る
奴
は
あ
ま
り
居
な
い
が
。
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そ
ん
な
訳
で
、
朝
早
く
高
校
に
行
き
、
遅
く
に
帰
る
の
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
だ
。

変
わ
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
放
課
後
に
自
主
勉
強
を
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
学
校
が

閉
ま
る
か
ら
帰
ろ
う
と
、
同
じ
く
残
っ
て
い
た
皆
に
声
を
か
け
た
時
だ
っ
た
か
。

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
『
加
藤
 
 

俊
憲
（
か
と
う
 
 

と
し
の
り
）
』
か
ら
、
石

を
貰
っ
た
。

確
か
・
・
・

「
俺
に
は
必
要
な
い
モ
ノ
だ
か
ら
な
、
勇
ち
ゃ
ん
が
持
っ
て
て
く
れ
。
・
・
・

ど
ん
な
道
を
進
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
『
山
田
 
 

勇
樹
』
の
選
択
の
結
果

だ
。
そ
の
石
が
、
少
し
で
も
良
い
結
果
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
だ

よ
」

と
か
言
わ
れ
た
っ
け
？

つ
い
で
に
、
『
山
田
 
 

勇
樹
』
と
は
俺
の
名
前
で
、
ク
ラ
ス
内
で
は
『
勇
ち

ゃ
ん
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
り
す
る
。

そ
の
後
は
横
浜
ま
で
一
緒
に
帰
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
と
別
れ
て
帰
宅
し
た
。

で
、
何
故
か
今
こ
ん
な
状
態
だ
と
。

だ
が
・
・
・

「
俺
は
、
旧
支
配
者
の
こ
と
な
ん
て
知
ら
な
い
・
・
・
！
？
」

少
な
く
と
も
、
家
に
着
く
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。
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否
、
家
で
も
そ
ん
な
こ
と
は
、
聞
い
た
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
石
は
何
処
に
や
っ
た
っ
け
？

俊
憲
か
ら
貰
っ
て
、
学
ラ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
、
帰
っ
て
・
・
・

「
家
に
帰
っ
た
時
に
は
無
く
な
っ
て
た
な
・
・
・
」

そ
う
だ
、
家
に
着
い
て
俊
憲
に
「
石
無
く
し
ち
ま
っ
た
ぜ
！
！
！
」
的
な
メ
ー

ル
を
送
ろ
う
と
し
た
。

そ
う
い
や
、
ど
ん
な
石
を
無
く
し
た
ん
だ
っ
け
？

大
き
さ
は
学
ラ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
位
だ
か
ら
小
さ
い
だ
ろ
、
形
は
角
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
俊
憲
は
『
ト
ラ
ペ
ゾ
ヘ
ド
ロ
ン
』
と
か
言
っ
て
た
な
。

後
は
、
な
ん
か
無
駄
に
キ
ラ
キ
ラ
し
て
て
、
違
う
角
度
で
見
る
と
色
が
変
わ
っ

た
。

今
考
え
て
み
る
と
、
か
な
り
変
な
石
だ
っ
た
。

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
と
思
っ
て
学
校
に
置
い
て
き
た
か
、
ど
こ
か
に
落
と
し
た

か
・
・
・

い
ず
れ
に
せ
よ
、
無
く
し
て
し
ま
っ
た
物
は
仕
方
な
い
。

・
・
・
何
だ
ろ
う
か
、
引
っ
張
ら
れ
る
感
覚
が
す
る
。

目
が
、
覚
め
る
の
か
？
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―
―
―
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導
入
編
１
話
（
後
書
き
）

誤
字
脱
字
、
文
法
の
誤
り
、
感
想
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
報
告
く
だ
さ
い
、
お

願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

失い、得たモノ(仮)
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